
  

    第４回  もう少し掘り下げよう編 



新図書館「基本計画」のあらまし 
 

 メインコンセプト 

 

  「持ち寄り・見つけ・分け合う広場」 

 

    ～瀬戸内市の図書館が目指すもの～ 



 
「基本計画」策定のプロセス 

 
☆新図書館整備検討プロジェクトチームによる検討 

  平成23年8月１１日から3月2日まで、７回のプロジェ 

  クトチームによる会議を実施 

 

☆市民参加の「としょかん未来ミーティング」を３回開催 

 11/27 第1回「どうなってるの編」 

  2/18  第2回「こんなにしたいな編」 

  2/25  特別編「片山善博講演会＆シンポジウム」 

 
 

 



１．いま、なぜ図書館が必要なのか 

１）市民の自由と自立を支える図書館の役割 

 

  ・市民が主体性を高められる場づくり 

 

  ・市民が自らの知的欲求に気づける場づくり 

 

  ・すべての市民の学びを支える場づくり 

 

 

 



１．いま、なぜ図書館が必要なのか 

  ２）まちづくりにおける図書館の役割 

 

  ・市民がつながり地域を活気づけるための場づくり 

 

  ・まちの魅力を発見し郷土文化の継承と発信の 

   ための場づくり 

 

   

 

 

 



１．いま、なぜ図書館が必要なのか 

  ３）市立図書館の課題 

 

  ・利用しやすい施設整備の必要性 

  ・資料の充実の必要性 

  ・職員の充実の必要性  

  ・時代の要請に対応した機能充実の必要性   

  ・図書館サービス網の構築の必要性 

    →長船、牛窓の図書館整備とネットワーク 

 

 

 



 
２．新図書館の建設の基本方針 

 
 ﾒｲﾝｺﾝｾﾌﾟﾄ  「持ち寄り・見つけ・分け合う広場」 

７つの指針   

  ・市民が夢を語り、可能性を拡げる広場 

  ・コミュニティづくりに役立つ広場 

  ・子どもの成長を支え、子育てを応援する広場 

  ・高齢者の輝きを大事にする広場 

  ・文化・芸術との出会いを生む広場 

  ・すべての人の居場所としての広場  

  ・瀬戸内市の魅力を発見し、発信する広場 

 
 



 
２．新図書館の建設の基本方針 

 
 ～新図書館を利用する市民の姿～ 

 ・子どもと子育て世代 

 ・小・中学生 

 ・高校生・大学生等 

 ・高齢者世代 

 ・「家庭」を支える 

 ・「働く」を支える 

 ・個性に合わせた情報提供 

 ・相談・課題解決を求める人 

 
 



３．新図書館の建設計画 

（１）新図書館の位置と規模 

•  新図書館の規模（修正案） 

 延べ床面積は約2,300㎡、蔵書冊数は約20万 

 冊、開架冊数は約12万冊 

 ※郷土資料館機能を含む 

• 建設場所の候補地 

 現瀬戸内市立郷土資料館及び市役所南側民 

 有地 

 

 



  

11/27  第1回「どうなってるの編」 
  2/18  第2回「こんなにしたいな編」 
  2/25  特別編「片山善博講演会＆シンポジウム」 



11/27 第1回「どうなってるの編」 



















ワークショップでのご意見 

 

・子どもがウキウキワクワクする空間と時間を与えてく
れる 

・まとまった資料で問題を解決できる 

・社会的なバリア（貧困、障害、地域性）を解決する 

・生きていく力を与えてくれる（勇気、知恵など） 

・暮らしの一部として図書館に気軽に行ける 

・様々な情報を多様な手段で与えてくれる 



2/18  第2回「こんなにしたいな編」 











2/25  特別編「片山善博講演会＆シンポジウム」 





 新図書館の建築規模の修正案 

  

    図書館機能を     ２，０００㎡ 

    郷土資料館機能を  ３００㎡ 

 

            合計２，３００㎡ 

     

    蔵書冊数は２０万冊と変更なし 

    開架冊数を１３万冊から１２万冊に変更 

     

 



  計画修正の理由及び、積算の根拠 

計画修正の考え方 

  延床面積と利用度の関係 

   年間の住民１人当りの貸出冊数の調査によると、 

  2,000㎡を超える規模では、８冊から１０冊以上の利用 

  度が、60%に上るのに対して、2,000㎡以下1,000㎡以 

  上となると、27.7%と大幅に減少します。 

    

   2,000㎡以上の延床面積を有することで、収蔵冊数や 

  閲覧スペースなどの滞在空間が増し、利用が増加する 

  ことが実証データで読み取る事ができます。  

 



 
延べ床面積と１人当り貸出数の相関 

(「よりよい図書館づくりのために～グラフで見る日本の町村図書館２～」2001年) 



      各部門別の機能及び面積 
 

             区  分          面  積 
   ａ  エントランス           約150㎡  (-50)   
   ｂ  一般開架スペース       約850㎡  (-150)   
   ｃ  児童開架スペース              約300㎡  (-50)   
   ｄ  学びのスペース            約150㎡  (-50)   
   ｅ  保存書庫                    約150㎡  (-50)    
   ｆ   集いのスペース            約150㎡  (-50)   
   ｇ  郷土資料展示スペース   約300㎡   
   ｈ   移動図書館スペース           約50㎡   
   ｉ   共有スペース                   約150㎡  (-50)   
   ｊ   管理・運営スペース            約50㎡  (-50)   
                   計                        約2,300㎡  (-500)   



      各部門別の機能及び面積 
 

             区  分          面  積 
   ａ  エントランス           約150㎡  (-50)   
   ｂ  一般開架スペース       約850㎡  (-150)   
   ｃ  児童開架スペース              約300㎡  (-50)   
   ｄ  学びのスペース            約150㎡  (-50)   
   ｅ  保存書庫                    約150㎡  (-50)    
   ｆ   集いのスペース            約150㎡  (-50)   
   ｇ  郷土資料展示スペース   約300㎡   
   ｈ   移動図書館スペース           約50㎡   
   ｉ   共用スペース（トイレ・階段）  約150㎡  (-50)   
   ｊ   管理・運営スペース            約50㎡  (-50)   
                   計                        約2,300㎡  (-500)   



１．「基本計画」修正案の追加説明 

 ａ）エントランス           約150㎡  

  新図書館の玄関として、市民の交流の場として 

 親しんでもらえる空間となるよう配慮する。館内の 

 全体像が把握できる案内表示や総合案内デスク 

 を設けるとともに、本と出合えるカフェを整備する。 

 

 ・総合案内デスク（利用者兼用ＷｅｂＰＣ） 

 ・情報掲示板（運営用・市民用） 

 ・ブックカフェ(喫茶＆書籍注文サービス) 

  



  



 



 





１．「基本計画」修正案の追加説明 

 ｂ）一般開架スペース       約850㎡   

 ・開架スペース（一般、ヤングアダルト、郷土・地域資 

  料、行政・議会資料等、約９万冊を配架） 

 ・閲覧スペース（椅子と机を設置） 

 ・新聞・雑誌コーナー（新聞:約15紙、雑誌:約300誌） 

 ・郷土・地域行政資料コーナー 

 ・レファレンスコーナー（調査・相談支援） 

 ・ＡＶコーナー、対面朗読室 

 ・サービスカウンター（貸出・返却・問い合わせ） 

 ・静寂室（一部閲覧ゾーンを防音ガラスで遮へい） 

 















１．「基本計画」修正案の追加説明 

 ｃ）児童開架スペース              約300㎡   

  

 ・児童開架スペース 

 ・閲覧スペース 

 ・おはなしの部屋 

 ・家族の間（子育て関連資料、畳の間、授乳室） 







１．「基本計画」修正案の追加説明 

 ｄ）学びのスペース            約150㎡  

  小・中学生の宿題支援や、高校生・大学生の自学支援 

  と交流促進のためのスペースを設ける。「高校・大学案 

  内」「仕事」「就職活動」「人生相談」「サブカルチャー」と 

  いったキーワードでの図書、雑誌などの資料も配置す 

  る。また、グループで利用できる学習室や様々な支援 

  を必要とする人たちのための学習室も設ける。 

   ・学習スペース 

   ・グループ学習室 

   ・ミニカフェ（テーブル＆ポット） 











１．「基本計画」修正案の追加説明 

 ｆ）集いのスペース        約150㎡ 

  講演会や映画会、人形劇の上演にも対応し、 

  展示ギャラリーとしても機能する多目的ホール 

  を設けるとともに、読書会や共同学習、各種の 

  相談業務など、小グループで利用できる集会ス 

  ペースも設ける。 

  ・多目的ホール 

  ・小規模集会スペース 

























１．「基本計画」修正案の追加説明 

  ｇ） 郷土資料展示スペース    約300㎡ 

     郷土資料を展示できるスペースを設ける。このス 

     ペースの隣接に「郷土・地域行政資料コーナー」 

     を設置し、実物資料と文献で郷土学習を支える 

     空間とする。 

 

       ・郷土資料展示スペース 

   ・喜之助人形企画展示 













２．整備事業のスケジュール 

平成24年度 事業計画 

 ・新図書館整備実施計画策定 

 ・郷土資料館解体設計 

平成25年度  事業計画 

 ・郷土資料館解体工事 

 ・新図書館工事地の埋蔵文化財調査委託 

 ・新図書館設計委託 

  



２．整備事業のスケジュール 

平成26年度  事業計画 

 ・新図書館建設工事（平成27年3月竣工予定） 

 ・新図書館用図書購入 

 ・新図書館開館準備 

 

平成27年7月頃 

  新図書館グランドオープン 

 



  

 ご清聴ありがとうございました。 


